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再建の経緯を示す副碑 
 

 
此碑は、アブト線建設当時之を記念する為軽井沢に建設されたものですが、大

正一二年九月の大震災により倒壊したまま、幾星霜を雑草の中で埋もれていま

した。 
碓氷峠及びアブトの文献が消損されてきております今日、この碑を原形に復し

旅の便に供したい思う趣旨から、再建をはかりましたが、碑文の消耗するもの

甚だしく、困却いたしておりました。たまたま軽井沢町追分の油屋主人が、本

碑文の原本を保管していることを知り、主人のご厚志により、之を借用し、努

めて原形を損なわぬよう配慮しながらここに記念碑の再建となったものであり

ます。 
昭和二十九年十一月三日 

横川保線区長 
 
 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人 碓氷峠歴史文化遺産研究会 

通称 碓氷峠浪漫倶楽 萩 原 豊 彦 





口
語
訳 

碓 う
す

日 い

嶺ね

鉄
道
碑 

 

陸
軍
大
将
従
二
位
勲
一
等
伯
爵
山
縣
有
朋
篆
額 

碓
氷
峠
は
、
信
濃
と
上
野
の
境
に
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
奥
羽
山
脈
が
う
ね
う
ね
と
西

南
に
延
び
て
、
我
が
国
の
背
骨
の
よ
う
に
な
っ
て
信
濃
に
達
し
て
い
る
。
山
々
が
い
く

重
に
も
か
さ
な
り
合
っ
て
、
高
く
峻
し
い
地
形
を
な
し
て
い
る
。
碓
氷
峠
は
そ
の
東
の

端
に
あ
っ
て
、
峻
し
い
こ
と
全
国
一
の
難
所
で
あ
る
。
明
治
以
来
鉄
道
の
便
が
大
い
に

開
け
た
。
そ
し
て
東
京
か
ら
上
野
、
信
濃
を
通
り
、
越
後
の
直
江
津
ま
で
路
線
を
計
画

し
た
。
と
こ
ろ
が
横
川
軽
井
沢
の
間
数
里
ば
か
り
は
、
碓
氷
峠
の
山
々
が
横
た
わ
り
、

ま
た
、
「
つ
い
た
て
」
の
よ
う
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
い
て
開
通
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

鉄
道
庁
は
何
度
も
技
師
を
派
遣
し
て
地
勢
を
測
量
し
た
が
施
工
不
能
で
計
画
を
取
り
や

め
た
。
二
十
二
年
に
な
っ
て
、
こ
こ
を
測
量
し
三
つ
の
ル
ー
ト
を
得
た
。
即
ち
、
入
山

ル
ー
ト
、
中
尾
ル
ー
ト
、
和
美
ル
ー
ト
で
あ
る
。
入
山
ル
ー
ト
は
工
費
は
少
な
い
が
地

勢
が
険
し
い
。
和
美
ル
ー
ト
は
、
地
勢
は
ゆ
る
や
か
だ
が
工
費
が
多
く
か
か
る
。
中
尾

ル
ー
ト
は
地
形
も
工
費
も
前
二
者
の
中
間
で
、
し
か
も
、
路
程
が
最
も
短
い
こ
と
が
判

っ
た
。
そ
こ
で
、
更
に
詳
し
く
測
量
し
て
利
害
得
失
を
比
較
検
討
し
て
中
尾
ル
ー
ト
に

決
定
し
た
。
横
川
軽
井
沢
間
は
七
マ
イ
ル
あ
り
、
中
間
地
点
に
熊
ノ
平
停
車
場
を
置
く

こ
と
に
し
た
。
二
十
四
年
六
月
に
起
工
し
て
、
翌
年
十
二
月
に
竣
工
し
た
。
ト
ン
ネ
ル

は
二
十
六
、
長
さ
は
一
四
六
四
四
フ
ィ
ー
ト
余
。
マ
イ
ル
も
フ
ィ
ー
ト
も
イ
ギ
リ
ス
の

単
位
で
一
マ
イ
ル
は
わ
が
国
の
十
四
町
四
十
五
間
余
に
当
た
る
。
一
フ
ィ
ー
ト
は
曲
尺

の
一
尺
余
で
あ
る
。
橋
は
十
八
架
け
た
。
碓
氷
川
に
架
け
た
橋
が
最
も
大
き
く
、
三
本

の
橋
脚
を
煉
瓦
で
積
み
あ
げ
た
。
そ
の
形
は
柱
上
の
枡
形
（
ア
ー
チ
）
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
橋
脚
の
間
は
そ
れ
ぞ
れ
六
十
フ
ィ
ー
ト
で
、
川
底
ま
で
の
高
さ
は
百
十
フ
ィ
ー
ト

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
碓
氷
川
の
清
流
と
峻
し
い
巌
の
上
に
か
か
っ
た
長
い
虹
の
よ
う
で

も
あ
り
、
大
鳥
が
左
右
に
翼
を
広
げ
た
よ
う
で
も
あ
り
、
実
に
す
ば
ら
し
い
眺
め
で
あ

る
。
二
十
六
年
一
月
二
十
二
日 

、
ア
ブ
ト
式
機
関
車
を
用
い
て
試
運
転
を
し
た
。
ア

ブ
ト
氏
は
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
ハ
ル
ト
ゥ
山
に
鉄
道
を
敷
く
と
き
、
そ
の
地

勢
が
あ
ま
り
に
も
峻
し
い
の
で
初
め
て
考
え
出
さ
れ
た
機
関
車
で
あ
る
。
此
の
時
か
ら

い
ま
だ
八
、
九
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
世
界
の
国
々
で
ア
ブ
ト
式
を
採
用
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
ま
だ
、
あ
ま
り
な
い
と
云
う
。
工
事
費
は
、
二
百
万
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
技

師
は
本
間
英
一
郎
、
重
役
技
師
は
吉
川
三
次
郎
、
渡
辺
信
四
郎
で
あ
る
。
技
手
の
井
上

清
介
、
佐
藤
古
三
郎
、
林
通
友
等
が
助
手
を
務
め
た
。
わ
が
国
で
峻
し
い
坂
に
鉄
道
を

敷
い
た
の
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。
思
え
ば
碓
氷
峠
の
峻
さ
は
天
の
造
っ
た
も
の
だ
が
、

平
ら
な
道
（
鉄
道
）
と
す
る
た
め
、
天
下
の
険
と
い
え
ど
も
時
の
趨
く
と
こ
ろ
、
ど
う

し
て
も
鑿
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
あ
た
り
、
軽
井
沢

の
住
人
佐
藤
万
平
、
小
川
勇
二
等
が
、
こ
の
大
事
業
を
碑
に
刻
ん
で
後
世
に
伝
え
よ
う

と
考
え
た
。
二
人
は
川
上
陸
軍
中
将
の
紹
介
で
私
に
碑
文
を
依
頼
し
て
き
た
。
私
も
、

こ
の
工
事
が
全
国
の
指
標
に
な
る
こ
と
を
喜
ぶ
と
共
に
、
鉄
道
が
人
々
の
く
ら
し
に
大

き
な
恵
み
を
与
え
る
こ
と
を
考
え
、
敢
え
て
引
き
受
け
た
次
第
で
あ
る
。
次
に
よ
ろ
こ

び
の
こ
と
ば
（
辞
）
を
お
く
る
。 

今
は
亡
き
我
が
妻
を
想
い
遥
か
彼
方
を
望
ん
で
嘆
き
悲
し
ま
れ
た
昔
の
人
（
日
本
武
尊
）

は
今
ど
こ
に
お
ら
れ
て
こ
の
偉
業
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。（
尊
が
）

峠
で
難
儀
を
さ
れ
た
古
事
は
永
く
後
世
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。
か
さ
な
り
あ
っ
た
険
し

い
山
々
は
昔
か
ら
の
も
の
で
、
鋭
い
山
の
峯
が
天
空
を
突
き
刺
し
、
旅
人
の
足
を
さ
ま

た
げ
、
危
険
な
道
を
歩
い
た
。
今
、
こ
れ
が
開
け
通
じ
た
の
だ
。
砥
の
よ
う
な
平
ら
な

道
（
レ
ー
ル
）
の
上
を
汽
車
が
矢
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
ひ
っ
き
り
な
し
に
行
き
来
し

て
い
る
。
遠
い
と
こ
ろ
が
近
く
な
っ
た
。
日
本
武
尊
が
夷
を
征
服
し
た
よ
う
に
、
今
我
々

は
東
国
一
の
碓
氷
の
難
所
を
き
り
従
え
た
。
交
通
不
便
な
と
こ
ろ
が
開
け
、
物
資
が
流

通
す
る
利
益
は
、
百
世
の
後
ま
で
続
く
だ
ろ
う
。 

明
治
二
十
六
年
四
月 

 

従
四
位
勲
四
等
文
学
博
士 

重
野
安
繹
撰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

従
五
位 

長
炗
書 

 
 

廣
羣
鶴
刻 

※ 

本
文
は
、
松
井
田
文
化
会
「
松
井
田
の
石
碑

い
し
ぶ
み

」
上
原
富
次
氏
や
そ
の
他
の
資
料
を
基
に
作
成
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



1　碑の種類

五分彫画巾

側面

A´

A

C B

五分彫

一杯彫

一杯彫

箱　 彫 巾　 着　 栗　 彫

　　　　　

・完全碑　　題額（碑題）と碑文をそなえる

・不完全碑　題額あるいは碑題が独立　社号標・寺標・道標

句碑・歌碑

2　彫の技法

（1）薬研彫

（2）　丸　　彫

（3）　篠　彫

　　　　　

　　　　　



資料

建　年 碑　銘 篆　　　　　　　　　額 撰　　　　　　文 書 刻

1878年
11.09

表忠碑
陸軍大将二品大勲位
親王熾仁篆額
（有栖川宮 たるひと）

中邨正直 従五位 長炗 廣　群鶴

1881年
14.09

西征陣亡陸軍士官学校
生徒之碑

陸軍大将兼左大臣
二品 大勲位 熾仁親王

修史館一等編修従五位
川田  剛

従五位 長炗 廣　群鶴

1890年
23.10

前群馬県令楫取素彦君
功徳之碑

参謀総長兼議定官陸軍大
将 大勲位 熾仁親王

元老院議官従四位勲四
等          文学博士 　　重
野安繹

元老院議官従四位勲三等
金井之恭 （ゆきやす）

宮　亀年

1891年
24.07

高山長五郎功徳碑
大日本農会頭陸軍小将兼
議定官大勲位 能久親王
（ 北白川宮 よしひさ ）

貴族院議員従四位勲四
等          文学博士 　  重
野安繹

貴族院議員従四位勲三等
金井之恭

廣　群鶴

1893年
26.04

碓日嶺鉄道碑
陸軍大将従二位勲一等伯
爵 山縣有朋

従四位勲四等
文学博士 　　重野安繹

従五位 長炗 廣　群鶴

1894年
27.08

南會田島翁養蚕興業碑

参謀総長大日本農会頭陸
軍大将大勲位賜頸飾菊花
章功二級 彰仁親王
（小松宮あきひと）

勅撰議員錦雞祗候
正四位勲四等
文学博士     川田　剛

勅撰議員錦雞祗候正四位勲三等
金井之恭

井　亀泉

著　　名　　碑



同 同 同 同 金 同 同 金 同 同 同 同 金 同 同 同 同 同 同 金

拾
円

拾
五
円

弐
拾
円

参
拾
円

五
拾
円

山 翠

小
山
五
左
エ
門

肥
田
昭
作

太
田
六
郎

田
島
達
策

町
島
喜
之

大
勸
進

渡
辺
慎
一

茂
木
吉
太
郎

小
川
考
平

宮
原
直
太
郎

吉
田
寅
松

渡
辺
善
左
エ
門

矢
嶋
八
郎

齋
藤
利
貞

色
部
義
太
夫

佐
藤
成
教

森
清
右
エ
門

鹿
島
岩
蔵

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 金 金 同 金 同 同 同 同 金

五
円
七
円

七
円
五
拾
銭

拾
円

仝

ナ
オ
エ
ツ

仝
ナ
ガ
ノ

ウ
ヘ
ダ

進

佐
藤
□
六

直
江
津
商
會

中
牛
馬
會
社

通
運
會
社

運
輸
會
社

中
牛
馬
會
社

白
根
勝
二
郎

岡
邨
喜
兵
衛

鳥
居
義
處

浅
田
徳
則

大
本
願

通
運
會
社

中
澤
與
左
エ
門

藤
井
平
五
郎

通
運
會
社

佐
藤
忠
右
エ
門

林
善
作

小
川
三
郎

信
濃
銀
行

同 同 同 同 金 金 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 金

三
円
四
円

五
円

　
仝

　
仝

ウ
ヘ
ダ

佐
□
□
三

佐
藤
　
平

小
林
彦
太
郎

愛
甲
誠
雄

上
羽
義
治

中
牛
馬
會
社

町
島
運
送
店

運
輸
會
社

掛
川
利
兵
衛

金
澤
長
右
エ
門

□
　
清
之
助

土
屋
源
一
郎

土
屋
　
□

佐
藤
清
兵
衛

長
谷
川
又
蔵

長
谷
川
宇
平

田
中
庄
作

佐
藤
熊
六

上
田
宇
源
次

樋
口
米
次
郎

木
内
　
□

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同

仝 仝 仝 仝 仝

ナ
オ
エ
ツ

材
木
商
会

高
運
社
支
店

小
川
支
店

齋
藤
廻
漕
店

共
同
商
會

盛
塩
商
會

信
益
社

高
助
支
店

開
運
組

黒
澤
鷹
次
郎

臼
田
彦
五
郎

小
宮
山
権
兵
衛

中
山
信
太
郎

土
屋
信
太
郎

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

其
功
不
可
没

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 金 同 同 同 同 同 同

弐
円

三
円

仝 仝
ミ
ヨ
タ

仝

□
　
新
助

大
田
　
□

上
野
　
□

三
館
　
□

山
岸
九
郎
兵
衛

飯
島
保
作

小
山
徳
三
郎

小
山
久
左
エ
門

荻
原
長
蔵

町
島
運
送
店

通
運
會
社

中
牛
馬
會
社

尾
臺
多
一
郎

原
田
耕
三
郎

□
　
　
　
助

五
十
嵐
道
共

相
澤
丈
吉

鈴
木
庄
吉

下
邨
作
二
郎

大
野
定
民

□
輸
會
社

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 金 同 同 同 同 同同金金金
弐
円

弐
円
三
円
五
円

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

　
　
　
□

東
福
　
□

市
川
　
□

小
林
　
□

大
川
　
□

癸
已
秋
九

人
者
助
佐
藤
萬
平
等
協

氏
名
於
碑
陰

日
野
三
郎
　
藤
井
勝
三
　
安
部

癸
已
歳


